
お詫びと訂正

本書『法律用語辞典』について、本文中に誤りがございましたので、下記のとおり
一部訂正させていただきます。
ここに謹んでお詫び申し上げます。

『法律用語辞典』正誤表
頁／段 行 誤 正
6／左段 28 知っている（悪意）の場合 知っている（悪意）場合
24／左段 17 （同法240条） （民法240条）

88／左段 25 もつとしています。法人である
もつとしています。民法の法人に
ついての規定は、法人制度全体を
規定するものとして位置づけられ
ていますが、法人である

88／左段 28〜 31

争いがあります。というのは、民
法の定めは公益法人を規定するも
のであって、営利法人である会社
には、直接あてはまらないからで
す。

争いがありました。

209／左段 1 真実である 真実ではない
222／右段 31 たとえば、自分の勤める宝石店で たとえば、宝石店で

230／右段 4〜6
正式名称を「刑事訴訟の訴訟費用
の範囲とその金額について定めた
法律」といいます。

刑事訴訟の訴訟費用の範囲とその
金額について定めた法律です。

231／左段 1〜2 けいじそしょうほうきそく
刑事訴訟法規則

けいじそしょうきそく
刑事訴訟規則

239／左段 ５ ゲルマン◉法 ゲルマン法◉

246／右段 17 委任者 受任者

270／右段 1 中には、結果無価値論結果無価値
論を 中には、結果無価値論を

281／左段 12 持分会社◉ 持分会社
296／左段 ２ 被保険者が通算して 被保険者期間が通算して
323／左段 25 ハローワーク◉ ハローワーク
327／右段 ２ 扶養義務◉ 扶養◉義務

333／右段 22 債権譲渡をした場合の対抗要件◉

は、
債権譲渡をした場合の対抗要件
は、

333／右段 23 債務者への確定日付◉のある通知 債務者への確定日付のある通知
460／左段 33 ２番の乙とであり ２番の乙であり
473／右段 2 Ｂは鉄鉱石の返還をAに Ａは鉄鉱石の返還をＢに
493／左段 2 救済の観点 救済する観点
498／左段 25 締結される者 締結されるもの
507／左段 10 所定給付給付日数 所定給付日数

520／右段 28 親権者が親権を濫用し、またはひ
どい素行不良が

親権者の親権濫用や、ひどい素行
不良などが

520／右段 32 「親権喪失の宣告」 「親権喪失の審判」（平成24年4
月施行）

527／左段 4 国民健康保険 国民年金
528／左段 7 Ｂ社 Ａ社



頁／段 行 誤 正

560／右段 8 絶対的構成は、 なお、前述した場面とは異なりま
すが、絶対的構成は、

560／右段 14～ 17
Ｃのみが背信的悪意者◉である場
合とＤのみが背信的悪意者である
場合のそれぞれについて、Ｄが

Ｃのみが背信的悪意者◉である場
合、Ｄが

609／左段 33 秘密保持義務◉ 秘密保持義務
613／右段 26 第三者供賄賂罪 第三者供賄罪
648／右段 5～6 （地方自治法附則３号） （地方自治法附則３条）

648／右段 6～8
たとえば、青森県の新産業都市建
設事業団は地方開発事業団に該当
します。

現在は、地方開発事業団は廃止さ
れ、既存の事業団のみが経過措置
として存続しています。

649／右段 22 団地自治 団体自治

755／右段 9〜10 （民事訴訟法142条、刑事訴訟法338条3項） （民事訴訟法142条）

762／右段 4 紛争のより所 紛争解決のより所

792／左段 20 行政権の行使を制約することに
よって、偶然に

私人の権利の行使を制約すること
によって、他の私人が偶然に

844／右段 23 （マグナ・カルタ）」 （マグナ・カルタ）
874／右段 33 社会福祉事業法 社会福祉法
877／左段 23 設立 成立
897／左段 29 株予約権 新株予約権
899／右段 5 債権 債務
946／左段 35 株式平等 株主平等
973／左段 21 根抵当権を担保する形式 根抵当権の目的となっている形式
973／左段 32 １つの根抵当権 同一の債権
973／右段 3 株式総会 株主総会


